
平成２８年度第１回釧路市地域公共交通活性化協議会 

次  第 

日時：平成 28年 6月 8日（水）14：00～ 

場所：観光国際交流センター 3階研修室 

１ 開 会 

２ 新委員紹介 

３ 議 事 

 （１）平成２８年度 地域公共交通確保維持改善事業（地域公共交通調査事業）の

交付決定及び業務委託契約について 資料１ 

 （２）地域公共交通網形成計画策定に係る各種調査について 資料２ 

 （３）釧路市地域公共交通活性化協議会専門部会（案）について 資料３ 

 （４）年間スケジュール（案）について 資料４ 

４ その他 

   ・バス会社からの情報提供 

５ 閉 会 



平成２８年度第１回釧路市地域公共交通活性化協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成２８年６月８日　１４：００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：観光国際交流センター　３階研修室
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３月に開催しました平成２７年度第１回協議会でご協議いただいた、地域公共交通確保維持

改善事業の交付申請につきまして、平成２８年４月１日に国土交通大臣へ申請し、平成２８年

４月２７日付け､下記のとおり交付決定通知がありましたのでご報告いたします。 

記 

補助事業名：地域公共交通確保維持改善事業 

（地域公共交通調査事業（計画策定事業）） 

交付申請額：７，６０２，７６０円 

交付決定額：３，６００，０００円 

交付率  ：４７．３５％ 

３月に開催しました平成２７年度第１回協議会でご協議いただいた、平成２８年度事業計画

に基づく業務委託契約につきましては、指名競争入札の執行に基づき、日本データ―サービス

株式会社と下記のとおり業務委託契約を締結いたしましたのでご報告いたします。 

記 

１．件  名     釧路市地域公共交通網形成計画策定検討業務委託 

２．契約の相手方  日本データーサービス株式会社 

３．契約締結日   平成２８年５月１６日 

４．契約金額    ６，６３１，２００円（消費税等含む） 

５．業務概要 

  地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく｢釧路市地域公共交通網形成計画」

を策定するため、各種調査事業を行うとともに、現在策定中である「釧路市立地適正化計

画」等各種計画と連携し、釧路市地域公共交通活性化協議会において具体的な計画策定に

向けた検討を行う。 

平成２８年度 地域公共交通確保維持改善事業 

（地域公共交通調査事業）の交付決定について 

平成２８年度 事業計画に基づく業務委託契約について 

資料１



平成２８年度第１回
釧路市地域公共交通活性化協議会

地域公共交通網形成計画策定調査
各種調査及びスケジュール

開催日時：平成２８年６月８日（水） １４：００ 
開催場所：観光国際交流センター ３階研修室

資料２



◆調査内容

（１）市内を運行する路線バスの利用実態調査
目 的：利用者が少ないバス停や時間帯の把握など、市内バス路線の再編に向け

た基礎データの収集を目的とする。
また、バスターミナルの改善や各拠点におけるバス待合空間の創出など、
バス利用環境の検討も行う。

調査対象：市内を運行する路線バスの全利用者

（２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査
目 的：市民の目的別の移動実態や再編に向けた各種施策実施時のバス交通利用

の需要予測など、地域公共交通への市民のニーズ及び各種施策効果の定
量的把握を目的とする。

調査対象：釧路市民3,200世帯
（立地適正化計画など他アンケート対象者と異なる市民を抽出）

（３）市内バス路線に関する学生ワーキング
目 的：市内に立地している大学等の学生が、バスを利用しやすくなる各種施策

の展開や衰退が著しい中心市街地の活性化に向け、大学等と釧路市内ま
ちづくり団体との連携の在り方について検討することを目的とする。

調査対象：釧路市内に立地する２大学１短大１高専の学生

№１１．調査の概要



実施する調査 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

市内を運行する
路線バスの利用実態調査

市民を対象とした
公共交通へのニーズ把握調査

市内バス路線に関する学生ワーキング

交通事業者協議

地域公共交通網形成計画策定

釧路市地域公共交通活性化協議会

専門部会

◆調査スケジュール

№２

準備 実施 とりまとめ

準備 実施 とりまとめ

とりまとめ

適宜実施

第１回 第２回 第３回

第１回 第２回 第３回

実施準備 とりまとめ

１．調査の概要



◆バスＯＤ調査の実施方針
市内を運行する路線バスの利用状況を把握するため、市内を運行する全路線バスを対象にバ

スＯＤ調査を実施する。

運行事業者 ＯＤ調査対象路線 全４１路線（７９９便）
くしろバス㈱ 1.たくぼく循環線

（41）
2.若草団地線（18） 3.武佐線（25） 4.鶴ヶ岱線（3）

5.明輝高校線（1） 6.学園線（1） 7.豊美線（20） 8.分苑公住線（57）

9.白樺線（106） 10.霧多布線（11） 11.新富士新野線（16） 12.昆布森線（12）

13.別保線（9） 14.遠矢線（17） 15.白糠線（53） 16.大楽毛線（1）

17.浄水場線（2） 18.晴海線（58） 19.南北線（25） 20.愛国線（2）

21.東西線（1） 22.美原線（87） 23.昭和線（12） 24.イオン昭和線（37）

25.イオン線（23） 26.イオン釧路線18） 27.高専線（1） 28.たんちょう線（10）

29.音別線（6）

阿寒バス㈱ 30.鶴野ニュータウン線
（19）

31.昭和線（12） 32.大楽毛線（18） 33.高専・まりも線
（2）

34.釧路羅臼線（8） 35.釧路標津線（2） 36.鶴居線（13） 37.幌呂線（3）

38.阿寒本町線（10） 39.リフレ線（6） 40.阿寒線（8） 41.釧路空港線（25）

№３２．調査内容 （１）市内を運行する路線バスの利用実態調査



◆バスＯＤ調査の実施方法

２．調査内容 （１）市内を運行する路線バスの利用実態調査 №４

調査対象 くしろバス㈱及び阿寒バス㈱が運行する市内路線バ
スの利用者。

調査時期
平成２８年７月上旬から中旬

※平日を対象に２ ３日間で実施
※悪天候時は調査を延期する

調査方法
調査員が運行車両に同乗し、運行車両に乗車してき
た利用者に対し、ビンゴ式アンケート票を配布し、
降車時に回収する。

調査項目

基本情報：路線名（系統が存在する場合は系統名も
把握）、運行便

利用状況：バス停別乗降人数、利用者別乗降場所、
乗継の有無、利用目的、利用頻度

利用者属性：性別、年齢、職業

アウト
プット

極端に利用の少ないバス停留所や利用者の少ない時
間帯など、既存バス路線の現状及び課題を把握する。
また、観光等の広域移動の状況を把握するため、現
状の都市間バスから路線バスの乗継状況を整理する。

図 ビンゴ式アンケート票イメージ
実績：H26 岩見沢市生活交通ビジョン策定検討業務

※都市間バスから市内路線バスへの乗継状況及び再編後の
利用意向について、別途調査を行うことを検討する。



◆整理イメージ

２．調査内容 （１）市内を運行する路線バスの利用実態調査 №５

実績：H26 岩見沢市生活交通ビジョン策定検討業務



◆バスターミナル等設備調査

２．調査内容 （１）市内を運行する路線バスの利用実態調査 №６

現状、公共交通の乗継拠点となっている釧路駅前バスターミナルにおける問題点及び課題を
把握するため、バスターミナル周辺の現地調査及び交通事業者へのヒアリングを実施する。

さらに、市内バス路線網の再編に向け、市内の各拠点における複合的なバス待合空間の創出
のため、各拠点におけるバス待合環境の現地調査を実施し、現況把握を行う。

調査箇所 ①釧路駅前バスターミナル、②「立地適正化計画 素案のたたき台 」に示
されている地域交流拠点（３地区）。

調査方法 ①現地調査、交通事業者へのヒアリング調査
②現地調査

調査内容
①現地調査：バスターミナル利用状況（道路横断状況や現在の待合環境等）

ヒアリング調査：利用者からの意見、将来の方向性 等
②現地調査：現状のバス停に代わるバス待合箇所の有無 等

アウトプット

①市民のみならず、釧路市来訪者にもわかりやすいバスターミナルの在り方
を検討する。
②各拠点に立地している商業施設等の既存施設を活用したバス待合空間の創
出を検討する。

◆バスターミナル等設備調査の実施方法



◆市民ニーズ把握調査の実施方針

２．調査内容 （２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査 №７

調査対象
釧路市民3,200世帯を対象。（各地区320世帯）
西部西地域、西部南地域、西部北地域、中部南地域、中部北地域、
東部東地域、東部南地域、東部北地域、阿寒地区、音別地区 計１０地区

アンケート票
配布時期

平成２８年７月中旬 ８月上旬

調査方法 アンケート票２部を同梱した封筒を対象世帯に郵送配布し、郵送にて回収を
行う。

設問項目
回答者属性、通勤通学・買物・通院時の交通行動、バス交通の満足度、地域
公共交通再編に向けた各種施策実施時の利用意向、地域公共交通再編時の利
用意向、バス交通の必要性・利用状況・ニーズ

アウトプット
市民の目的別の移動実態や再編に向けた各種施策実施時のバス交通利用の需
要予測など、地域公共交通への市民のニーズ及び各種施策効果を定量的に把
握する。

市民の公共交通へのニーズを把握するため、全市民から3,200世帯を抽出し、市民ニーズ把
握調査を実施する。

また、調査結果を活用し、釧路市地域公共交通の再編に向けた各種施策実施時の需要予測を
実施し、各種施策効果の定量的な把握を行う。

◆市民ニーズ把握調査の実施方法



◆市民ニーズ把握調査の配布対象（各地区320世帯抽出）

２．調査内容 （２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査 №８

阿寒地区阿寒地区

音別地区音別地区

釧路市立地適正化計画 素案のたたき台 に示される市内８地域（西部西地域、西部南地域、
西部北地域、中部南地域、中部北地域、東部東地域、東部南地域、東部北地域）に加え、市内
までの通勤・買い物・通院等が考えられる阿寒地区及び音別地区の2地区に居住する市民もア
ンケート対象とする。

西部西地域西部西地域 西部北地域西部北地域

西部南地域西部南地域

中部北地域中部北地域

中部南地域中部南地域

東部北地域東部北地域

東部南地域東部南地域

東部東地域東部東地域



◆市民ニーズ把握調査の設問項目及び意図

２．調査内容 （２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査 №９

設問項目 設問の意図

■回答者の属性
（性別、年齢、居住地区、運転免許・自動車
保有の有無等）

各種設問項目でクロス集計を行い、各属性の傾向把
握に活用する。

■通勤・通学、買い物、通院時の交通行動
（交通手段、行先、目的地への到着時間、行
動頻度）

市民の目的別の行動を把握することで、将来的なバ
ス交通の路線網及び運行時間、便数等の具体的な運
行計画の立案に活用する。

■バス交通の満足度
（運行便数、始発・終発時間帯、運行ルート、
他交通手段との乗継状況等）

現在のバス交通の満足度を把握することで、現状バ
ス路線網の問題点・課題を把握し、重点改善分野の
検討に活用する。

■通勤・通学時における帰宅時の交通手段
選択に影響を及ぼすバスの運行状況

（最終バスの運行時間帯、帰宅時のバスの運
行頻度、他交通手段との乗継状況等）

他都市と比較し、最終バスの運行時間帯が早い釧路
市内のバス交通に関し、通勤・通学時における帰宅
時の交通手段選択にバスの運行状況が影響を与えて
いるのかを把握することで、バス交通再編に向けた
改善事項の検討に活用する。

■個別設問
（中心市街地へのアクセス、ＩＣカード導入
時の利用意向、バス待合環境の改善）

今後図書館などが立地する中心市街地への来訪意向
や中心市街地に求める機能、市内バス路線における
ＩＣカード導入時の利用意向、さらに各拠点におけ
るバス待合環境の設置意向について把握を行う。

■地域公共交通網再編時のバス交通利用の需
要予測 詳細は次頁参照



【アンケート設問（例）買い物の場合】
あなたが自宅から商業施設まで移動する際の交通手段について、以下の１ ３のどの交通手

段を利用しますか。一つだけお答えください。

◆地域公共交通網再編時のバス交通需要の予測手法

２．調査内容 （２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査 №10

【前提条件】
「釧路市立地適正化計画 素案策定へのたたき台 」策定時に実施したアンケート調査で

は、釧路市民の交通手段は自動車が7割以上と高くなっている。一方で、今後の高齢化社会
においては、市民の生活の足としてバスを主とした公共交通の役割も重要となっている。

「自動車」及び「バス」移動に着目した設問の設定

自宅 商業施設

１．自動車

乗換
拠点

２．バス（直通）

３．バス（乗換）

15分
340円

待ち時間 5分

15分
210円

交通
手段

所要
時間
(分)

料金
(円)

運行
便数

乗換
有無

終発
時刻

1.自動車 15 0 好きな
時間 無

2.バス
（直通） 30 360 1時間

1便 無 20時

3.バス
（乗換） 35 550 1時間

5便 有 22時

数値を変化させ、再編時の需要予測を実施

30分
360円



◆各交通手段のメリット・デメリット

２．調査内容 （２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査 №11

交通手段 メリット デメリット
1.自動車 ◆自分の好きな時間に移動することがで

きる。
◆目的地まで乗換なく、直接向かうこと

ができる。

◆ガソリン代や保険代等の維持がかかる。
◆輸送量がバス等の公共交通と比較すると

少なく、渋滞の要因となる。
◆交通事故率が高い。
◆輸送量の絶対数が多いため、環境への負

荷が大きい。
2.バス（直通） ◆目的地まで乗換がない。

◆一度に大量の輸送を行えるため、環境
への負荷が小さい。

◆好きな時間に移動することができない。
◆一回の運行距離が長くなることから、運

行便数が比較的少なくなる傾向にある。
◆運転手や運行車両が長い時間拘束される

ことから、現状と比較し、最終バス運行
時間の変更などを行った場合、新たな運
行経費が発生する。

3.バス（乗換） ◆一回の運行距離が短くなり、運転手や
運行車両の拘束時間が短くなることか
ら、運行便数の増加や現状よりも遅い
時間帯の運行など、フレキシブルな対
応が可能となる。

◆バス（直通）と比較すると、定時性が
向上する。

◆一度に大量の輸送を行えるため、環境
への負荷が小さい。

◆商業施設や医療施設に向かう際、乗換を
行う場合がある。

◆乗換を行うことから、バスの接続状況に
よっては、目的地までの所要時間が長く
なる可能性がある。

◆バス（直通）と比較すると、料金が高く
なる可能性がある。



◆地域公共交通網再編時のバス交通需要予測のための設問パターン

２．調査内容 （２）市民を対象とした公共交通へのニーズ把握調査 №12

【条 件】
郊外部には、釧路市立地適正化計画 素案のたたき台 で整理されている、商業・医療施

設等が立地している「地域交流拠点」が存在しており、郊外部への移動は郊外部及び中心市
街地ともに、通勤・買い物・通院目的で移動していることが想定される。

一方で、中心市街地には、食料品を扱う和商市場は立地しているが、日用品を取り扱う大
型商業施設は立地しておらず、主たる買い物施設は郊外部に立地していると考えられる。さ
らに、医療施設も専門外来のみとなっている総合病院は郊外部のみとなっている。したがっ
て、郊外部から中心市街地の移動は、通勤目的が主であることが想定される。

郊外部 中心市街地

郊外部
①通勤目的
②買い物目的
③通院目的

①通勤目的

中心市街地
①通勤目的
②買い物目的
③通院目的

徒歩や自転車で移動してい
ることが想定されるため、
設問パターンから除外

発

着

※一方で、中心市街地における商業施設や医療施設等の都市機能をさらに誘導した場合を想定
した設問については、別途設問を設けることで対応することを検討する。



◆学生ワーキングの実施方針

№13

対象 北海道教育大学釧路校、釧路公立大学、釧路短期大学、釧路工業高
等専門学校の学生を対象。

開催時期 平成２８年９月上旬

開催方法 各大学から７ ８名程度の参加者を募集し、３ ４テーブルで釧路
市の公共交通に関しての議論を行い、各テーブルから発表を行う。

議論項目 ・若者が考える釧路市公共交通の問題点、利用促進策について
・公共交通から考える中心市街地活性化方策について

アウトプット

大学生等の若い世代がバスを利用しやすくなる施策や中心市街地活
性化に寄与する大学等と釧路市内まちづくり団体との連携の在り方
（オープンカフェの運営やコミュニティビジネス・まちなかキャン
パスの可能性など）を検討する。

釧路市内におけるバス路線網の再編に向け、高齢者等の交通弱者への対応策のみならず、釧
路市内に立地している大学等から中心市街地へのつながりを踏まえた釧路市全体の公共交通網
の検討を行うことが重要となる。さらに、大学等と釧路市内まちづくり団体と連携した中心市
街地活性化の在り方についても検討することが重要となる。そこで、釧路市内の２大学１短大
1高専の学生を対象に、市内バス路線網の再編に向けた検討ワーキングを開催する。

◆学生ワーキングの開催方法

２．調査内容 （３）市内バス路線に関する学生ワーキング



釧路市地域公共交通活性化協議会専門部会規程（案）

平成２８年６月８日制定

（趣旨）

第１条 この規程は、釧路市地域公共交通活性化協議会規約（以下「規約」とい

う。）第８条の規定に基づき設置される釧路市地域公共交通活性化協議会専門部会

（以下「専門部会」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。

（所管事務）

第２条 専門部会は、規約第２条各号に掲げる事項で釧路市地域公共交通活性化

協議会会長（以下「会長」という。）から指示のあった事項について、専門的な

調査、検討を行うものとする。

（組織）

第３条 専門部会は、別表に掲げる委員をもって組織する。

２ 会長が意見聴取などの必要性を認める場合は、専門部会委員以外の者を出席

させることができる。

（部会長）

第４条 専門部会に部会長１名を置く。

２ 部会長は、委員の互選によってこれを定める。

３ 部会長は、専門部会を代表し、会務を統括する。

（委員の任期）

第５条 委員の任期は、会長が定める。

（事務局）

第６条 専門部会の業務を処理するための事務局は、規約第９条に規定する事務

局とする。

（補足）

第７条 この規程に定めるもののほか、専門部会に関し必要な事項は、会長が別

に定める。

附則

この規程は、平成２８年６月８日から施行する。

資料３



別表（第３条関係）

所属組織・団体

公共交通事業者
くしろバス株式会社

阿寒バス株式会社

公共交通の利用者 バスから釧路の街を考える会

商業関係者
釧路第一商店街振興組合

釧路西部たらふく商店会

観光・長期滞在関係者 くしろ長期滞在ビジネス研究会

学識経験者
北海道大学大学院工学研究院

北海道教育大学釧路校



釧路市地域公共交通網形成計画策定に向けた全体スケジュール

実施する調査 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

市内を運行する
路線バスの利用実態調査

市民を対象とした
公共交通へのニーズ把握調査

市内バス路線に関する学生ワーキング

交通事業者協議

地域公共交通網形成計画策定

釧路市地域公共交通活性化協議会

専門部会

バス乗降調査の対象路
線の検討及びアンケー
ト調査票の検討・作成

バス乗降調査結果の取
りまとめ

市民ニーズ把握調査票
素案の作成及び郵送配
布の準備

市民ニーズ把握調査結
果の取りまとめ

ワーキング内容及び備
品・会場準備

ワーキング結果の取り
まとめ

バス乗降調査の実施に
ついて

釧路市地域公共交通再
編の方向性について

釧路市地域公共交通網
形成計画について

各種調査結果を踏まえ
た都市・交通課題の取
りまとめ

釧路市地域公共交通網
形成計画素案の策定

地域公共交通網形成計
画の内容検討

第１回 協議会
■全体スケジュール
■各種調査内容
■専門部会の立ち上げ

第１回 専門部会
■全体スケジュール
■各種調査内容

第２回 協議会
専門部会

■各種調査結果
■釧路市地域公共交通

網形成計画の方向性

第３回 協議会
専門部会

■釧路市地域公共交通
網形成計画素案
（たたき台）

実施

実施

実施

資料４




